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定期点検要領、水中部の状態把握に関する参考資料について

○洗掘被害による通行規制が発生していたことから、H31.2定期点検要領の改定にあたり、
技術的助言を充実させるとともに参考資料を作成。

第10回道路技術小委員会
資料（平成30年12月14日）
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○H31.2定期点検要領改定以降（R1~R3年度）においても、豪雨等による洗掘被害が発生。

H31定期点検要領改定以降（R1年度以降）の洗掘の被災事例

路線名 国道49号

橋梁名 大善寺橋

被災 令和元年10月台風19号

被災状況 下部構造の沈下・傾斜

架設年 1966年

定期点検
結果

下部構造：判定Ⅰ（H29年度）
洗掘に関する記載なし

路線名 国道20号

橋梁名 法雲寺橋

被災 令和元年10月台風19号

被災状況 下部構造の沈下・傾斜

架設年 1959年

定期点検
結果

下部構造：判定Ⅲ（H26年度）

基礎周辺地盤が洗掘されて
いる写真等の記録あり

路線名 静岡県（一）富士清水線

橋梁名 黄瀬川大橋

被災 令和3年7月豪雨

被災状況 下部構造の沈下・傾斜

架設年 1953年

定期点検
結果

下部構造：判定Ⅱ（R2年度）
洗掘に関する記載なし

路線名 岐阜県（一）松原芋島線

橋梁名 川島大橋

被災 令和3年6月

被災状況 下部構造の沈下・傾斜
上弦材の座屈

架設年 1962年

定期点検
結果

下部構造：判定Ⅱ（H29年度）
洗掘に関する記載なし
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大善寺橋での洗掘

○過去に澪筋が変化している。この点は、急激な洗掘につながること可能性があることがH31参考資料にも記載
されている。

○澪筋の変化や河床位置を計測、記録し、蓄積することで、より的確な診断につながることが考えられる。
○本事例は、参考資料に、澪筋が変化した事例として反映することを検討。

上流に可動堰が存在⇒土砂供給が少なくなる

堰

大善寺橋

流路の変化
P2橋脚の沈下・傾斜

路線名 国道49号

橋梁名 大善寺橋

架設年 1962年

基礎形式 直接基礎

護床工 なし

水衝部 該当しない

澪筋変化 あり

被災 令和元年10月台風19号

被災状況 下部構造の沈下・傾斜

定期点検 下部構造：判定Ⅰ（H29年度）
洗掘に関する記載なし

大善寺橋

■参考資料の具体的内容
○水中部の状態把握に関する参考資料(H31.4)

P2

豪雨時に澪
筋が変化

高水敷の造
成により澪
筋が変化
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川島大橋での洗掘

○過去に澪筋が変化している。この点は、急激な洗掘が生じる可能性があることがH31参考資料にも記載されて
おり、河川管理者との情報共有も課題。

○澪筋の変化や河床位置を計測、記録し、蓄積することで、より的確な診断につながることが考えられる。
○本事例は、参考資料に、澪筋の変化した事例として反映することを検討。

川島大橋

P4

P3

澪筋の変化
路線名 岐阜県（一）松原芋島線

橋梁名 川島大橋

架設年 1962年

基礎形式 直接基礎

護床工 なし

水衝部 該当しない

澪筋変化 あり

被災 令和3年6月

被災状況 下部構造の沈下・傾斜
上部構造の耐荷力不足
（上弦材の座屈）

定期点検 下部構造：判定Ⅱ（H29年度）
洗掘に関する記載なし

被災後の河床低下状況

■参考資料の具体的内容
○水中部の状態把握に関する参考資料(H31.4)

P2

澪筋の変化
（流路幅の狭まり等）
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黄瀬川大橋での洗掘

○水衝部に位置する渡河橋であり、被災前に洗掘防止工が流されており、河床の低下が生じていたことが窺え
る。水衝部では、著しい洗掘が生じる恐れがあり、既存対策工の変状から異常が把握できる可能性がH31参
考資料にも記載されている。

○護床工の状態や河床位置を計測、記録し、蓄積することで、より的確な診断につながることが考えられる。
○本事例は、参考資料に、水衝部における洗掘防止工が流出した事例として反映することを検討。

黄瀬川大橋
長期間水衝部に変化なし護床工の破損・流出（定期点検前）

■参考資料の具体的内容
○水中部の状態把握に関する参考資料(H31.4)

路線名 静岡県（一）富士清水線

橋梁名 黄瀬川大橋

架設年 1953年

基礎形式 単体ケーソン基礎

護床工 被災前に流失

水衝部 該当(河道形状に変化なく、
長期間水衝部が固定)

澪筋変化 該当しない

被災 令和3年7月豪雨

被災状況 下部構造の沈下・傾斜

定期点検
結果

下部構造：判定Ⅱ（R2年度）
洗掘に関する記載なし

Ｐ４橋脚の沈下・傾斜

黄瀬川大橋

黄瀬川

googleストリートビューより 破損

流出

護床工が流出している事例

googleストリートビュー（H31.6）より
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○洗掘に特化した記録方法について参考資料として作成することを検討。
例） 河床位置の記録の残し方

護岸や護床工の記録の残し方
澪筋の記録の残し方

○河床位置

ＡＬＢにより得られた河床データから洗掘状況を把
握した事例
（出典：福井河川国道事務所河川管理第一課、九頭竜川上
流部縦横断測量業務報告書）

記録方法の充実に向けた検討

○澪筋○護床工

← 検討にあたっては点検支援技術の活用も想定

写真により護床工の状態変化
を把握した事例
(google ストリートビューより)

航空写真により澪筋の
変化を把握した事例 7



○定期点検では、供用可否と長寿命化の観点から、次回の定期点検（５年後）までの措置の必要
性を判断。

○中長期目標に対する災害時の被災リスクについては、河川を渡河する橋梁上部工の流出や橋
脚の洗掘に対するリスク評価手法を検討し、道路リスクアセスメント要領に反映。

昨今の激甚化する災害リスクへの対応

想定される流出メカニズム

被災要因：

・水流による横力や浮力が支承等の強度より大きいと
破壊に至り、上部構造が流出

水流による横力
桁の水没による浮力

支承

≪イメージ≫

上部工流失 上部工流失（支承の損傷）

＜熊本県 一般県道遠原渡線 相良橋＞

＜熊本県 一般県道小鶴原女木線 深水橋＞

上部構造、下部構造の流出

令和２年７月豪雨での被災事例

・被災した事例、被災しなかった事例を検証することにより、流水圧の
作用に対する被災有無や被災部位の判別可能性を確認。
簡易な判別手法を検討。
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① 橋梁分野の取組

② 舗装の点検状況

③ 点検支援技術性能カタログの拡充

④ 道路施設の点検データベースの整備と新技術活用
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○ 国土交通省が管理する道路では、２０１７年度より舗装点検を行っており、２０２０年度末時点の点検実施率は約７４％と着実に
進捗しています。

○ 判定区分Ⅲ（修繕段階）の割合は、アスファルト舗装は１４％、コンクリート舗装では６％となっています。

○ 判定区分Ⅲとなった区間のうち、修繕等を実施した区間の割合は、アスファルト舗装で１５％、コンクリート舗装で５％であり、道
路利用者の安全安心の確保や、ライフサイクルコスト低減のため、効率的な修繕を実施する必要があります。

舗装の点検・修繕等措置の実施状況（国土交通省）

■舗装の点検実施率（国土交通省管理）

※延べ車線延長 ： 点検対象となる車線延長の合計
※四捨五入の関係で、合計値と一致しない場合がある。

■舗装の判定区分の割合（国土交通省管理）

■直轄管理道路の舗装における修繕等措置の実施状況

舗装種別 判定区分

修繕
必要
（A）

修繕
着手済

（Ｂ）
(B/A)

工事
着手済

（C）
(C/A)

修繕
完了
（D）

(D/A)

アスファルト

Ⅲ 5,820 km
868 km
(15 %)

835 km
(14%)

819 km
(14%)

うち、Ⅲ-1 4,997 km
753 km
(15 %)

724 km
(14%)

714 km
(14%)

うち、Ⅲ-２ 823 km
114 km
(14 %)

112 km
(14%)

105 km
(13%)

コンクリート Ⅲ 104 km
5 km
(5 %)

4 km
(4 %)

2 km
(2 %)

合計 - 5,924 km
873 km
(15 %)

839 km
(14% )

821 km
(14%)

判定区分

Ⅰ 健全

Ⅱ 表層機能保持段階

Ⅲ 修繕段階

Ⅲ-1 表層等修繕

Ⅲ-2 路盤打換等

判定区分

Ⅰ 健全

Ⅱ 補修段階

Ⅲ 修繕段階

＜アスファルト舗装＞ ＜コンクリート舗装＞

判定区分（アスファルト舗装・コンクリート舗装）

48%

(21,519)

38%

(17,470)

12%

(4,997)

2%

(823)

アスファルト舗装の健全性判定区分

（延べ車線延長ベース）

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ-1

Ⅲ-2

2017年度～

2020年度

舗装(As)

44,808km

60%

(1,035)
34%

(574)

6%

(104)

コンクリート舗装の健全性判定区分

（延べ車線延長ベース）

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ
2017年度～

2020年度

舗装(Co)

1,712km

※四捨五入の関係で、合計値と一致しない場合がある。

再掲
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57%

(38,625)

30%

(19,924)

13%

(8,678)

アスファルト舗装の健全性判定区分

（延べ車線延長ベース）

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

2017年度～

2020年度

舗装(As)

67,227km

舗装の点検・修繕等措置の実施状況（地方公共団体）

○ 国土交通省では、地方公共団体に対する技術的助言として２０１６年度に舗装点検要領を示しています。

○ この点検要領に準じて、２０１７～２０２０年度に地方公共団体が点検を実施した延長は、アスファルト舗装：約６７，２２７ｋｍ、
コンクリート舗装：約４，３６０ｋｍとなっています。

○ 判定区分Ⅲ（修繕段階）の舗装延長は、アスファルト舗装：約８，６７８ｋｍ、コンクリート舗装：約２４３ｋｍです。

○ このうち、修繕等措置に着手した区間の割合は、アスファルト舗装で１６％、コンクリート舗装で１０％であり、道路利用者の安全安
心の確保や、ライフサイクルコスト低減のため、効率的な修繕を実施する必要があります。

■地方公共団体における舗装の点検実施状況 ■地方公共団体管理道路の舗装における修繕等措置の実施状況

舗装種別 判定区分

修繕
必要
（A）

修繕
着手済

（Ｂ）
(B/A)

工事
着手済

（C）
(C/A)

修繕
完了
（D）

(D/A)

アスファルト Ⅲ 8,678 km
1,352 km

(16 %)
1,167 km

(13 %)
1,048 km

(12 %)

コンクリート Ⅲ 243 km
25 km
(10 %)

22 km
(9 %)

22 km
(9 %)

合計 - 8,921 km
1,377 km

(15 %)
1,189 km

(13 %)
1,070 km

(12 %)

判定区分

Ⅰ 健全

Ⅱ 表層機能保持段階

Ⅲ 修繕段階

判定区分

Ⅰ 健全

Ⅱ 補修段階

Ⅲ 修繕段階

＜コンクリート舗装＞

判定区分（アスファルト舗装・コンクリート舗装）

＜アスファルト舗装＞

86%

(3,754)

8%

(363)

6%

(243)

コンクリート舗装の健全性判定区分

（延べ車線延長ベース）

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

2017年度～

2020年度

舗装(Co)

4,360km
※舗装点検要領(2016年10月国土交通省道路局)に準じて点検及び健全性の診断を実施している地方公共団体を対象に集計
※2017～20年度の４年間の点検により判定区分Ⅲと診断された延長（延べ車線延長）
※延べ車線延長 ： 点検対象となる車線延長の合計
※幅員5.5ｍ以下の生活道路を含む

再掲
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地方公共団体の舗装点検状況（令和２年度末時点）

○ 舗装点検を行っている自治体数は、54％（973自治体）である。

○ このうち、国の点検要領に準じて点検を行っている自治体は、34％（331自治体）である。

実施
54%

(973 自治体)

未実施
46%

(815 自治体)
全国

1,788 自治体
全国

1,788 自治体

国の点検要

領に準じて点

検を実施

34％

(331 自治体)

独自の方法で

点検を実施
66%

(642 自治体)

点検実施の自治体数
（973 自治体）

■舗装点検の実施状況 ■点検方法の内訳

※点検実施自治体数は、H29～R2年度に点検を実施した自治体数 ※「国の点検要領に準じて点検を実施」は、国の点検要領に準じた健全度区
分が可能な自治体数
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・点検手法は、目視を基本としていることから、点検者によって診断結果にバラツキが生じる可能性あり
・新技術の活用が十分になされていない

舗装点検の現状

アスファルト舗装の点検
（１）点検の方法 ④点検手法

目視を基本としつつ、必要に応じて機器を用いることを妨げない。
【解説】 （中略）点検手法は、目視（車上・徒歩）を基本としつつ、新技術の積極的な採用に向け、必要に応じて機器を用いることを

妨げないこととした。

■舗装点検要領（平成29年3月）における記載

■点検における課題（国土交通省）

・新技術等により舗装の損傷状況を自動検知して、より定量的なデータ取得により日常の維持管理を支援
・舗装の点検支援技術性能カタログ（案）をHP掲載
・点検データベース化により、劣化予測等から舗装マネジメントの高度化・効率化を推進

■改善方針

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

点
検

延
長

（
ｋ

ｍ
）

点検手法と大型車台数（自専道）
機械 目視

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

点
検

延
長

（
ｋ

ｍ
）

点検手法と大型車台数（一般国道）
機械 目視

2,020 ㎞
65.2%

212 ㎞
47.3%

551 ㎞
17.8%

160 ㎞
35.8%

314 ㎞
10.2%

74 ㎞
16.5%

211 ㎞
6.8%

2 ㎞
0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

機械
（3,096km）

目視
（447km）

2,777 ㎞
35.8%

9,153 ㎞
50.8%

4,020 ㎞
51.8%

6,263 ㎞
34.8%

811 ㎞
10.5%

2,282 ㎞
12.7%

148 ㎞
1.9%

307 ㎞
1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

機械
（7,755km）

目視
（18,004km）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ－１ Ⅲ－２【点検手法別の診断区分(AS舗装)（一般国道）】 【点検手法別の診断区分(AS舗装)（自専道）】

【点検手法と大型車台数（一般国道）】 【点検手法と大型車台数（自専道）】

Ⅰ Ⅱ Ⅲ－１ Ⅲ－２
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『路面性状を簡易に把握可能な技術』の試験結果

マルチファインアイ 道路舗装ひび割れ解析サービス（市販ビデ
オカメラ版）

簡易IRI測定装置「STAMPER」 スマートフォンによる簡易路面性状評価シ
ステム
「DRIMS」

生活道路健康診断サービス プロファイラーと路面撮影装置を用いた道
路維持管理システム

スマホで路面性状計測
（バンプレコーダー）

道路パトロール支援サービス

ＨＲ－１７０００３－Ａ ＫＴ－１７００５７－Ａ ＫＴ－１７０１０９－Ａ ＫＴ－１７００８５－Ａ ＫＴ－１７０１０６－Ａ ＫＴ－１７００７３－Ａ ＫＴ－１７０１０５－Ａ ＱＳ－１７００２３－Ａ

福田道路(株)
［日本電気(株)］

東芝インフラシステムズ(株) (株)共和電業 ＪＩＰテクノサイエンス(株)
［国立大学法人東京大学］

(株)ゼンリンデータコム 大成ロテック(株) バンプレコーダー(株) (株)富士通交通・道路データサービス

Ⅱ以上 Ｂ Ｃ － － － － － －

Ⅲのみ Ｃ Ｃ － － － － － －

Ⅱ以上 Ｄ － － － － － － －

Ⅲのみ

Ⅱ以上 － － Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ

Ⅲのみ － － Ｃ Ａ Ｄ Ａ Ａ Ｅ

Ⅱ以上 Ａ Ｂ － － － － － －

Ⅲのみ Ｂ Ａ － － － － － －

Ⅱ以上 Ａ － － － － － － －

Ⅲのみ

Ⅱ以上 － － Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ

Ⅲのみ － － Ａ Ｂ Ｄ Ｄ Ｃ Ｅ

昼夜の別 昼間 昼間 昼間 昼間 昼間 昼間 昼間 昼間

晴天・雨天の別 晴天 晴天 晴天 晴天 晴天 晴天 晴天 晴天

計測時の速度【最高】 42.0（km/h） 36.2（km/h） 60.0（km/h） 48.0（km/h） 50.0（km/h） 48.0（km/h） 46.0（km/h） 50.0（km/h）

計測時の速度【最低】 38.0（km/h） 19.4（km/h） 52.0（km/h） 34.0（km/h） 30.0（km/h） 38.0（km/h） 38.0（km/h） 40.0（km/h）

計測時の速度【平均】 40.0（km/h） 28.0（km/h） 57.0（km/h） 43.0（km/h） 45.0（km/h） 40.0（km/h） 44.0（km/h） 45.0（km/h）

計測回数 1（回） 1（回） 1（回） 1（回） 5（回） 3（回） 1（回） 5（回）

専用測定車両、車両搭載型機器の別 車両搭載型機器 車両搭載機器 車両搭載型機器 車両搭載型機器 車両搭載型機器 専用測定車両 車両搭載機器 車両搭載型機器

車両名
ハイゼットカーゴ
（ダイハツ）

プリウスα（トヨタ） ＡＤバン（ニッサン）
ランドクルーザープラド

（トヨタ）
ヴィッツ（トヨタ） ハイエース（トヨタ） プリウス（トヨタ） カローラアクシオ（トヨタ）

車両タイプ バン（軽自動車） ステーションワゴン ライトバン 普通乗用車 小型 ワンボックス 普通乗用車 普通乗用車

車両サイズ 長:340cm×幅:150cm×高:190cm 長:463cm×幅:177cm×高:157cm 長:439cm×幅:169cm×高:150cm 長:482.5cm×幅:188.5cm×高:185cm 長:388cm×幅:169cm×高:150cm 長:469cm×幅:169cm×高:198cm 長:448cm×幅:174cm×高:149cm 長:440cm×幅:169cm×高:146cm

現場の状況から、わだち掘れ(診断判定Ⅲ)における検出率、的中率の適切な評価は困難

現場の状況から、わだち掘れ(診断判定Ⅲ)における検出率、的中率の適切な評価は困難
検出率

ひび割れ率

わだち掘れ量

IRI

技術名称

ＮＥＴＩＳ登録番号

応募者名

的中率

ひび割れ率

わだち掘れ量

IRI

試行計測時の
走行状況

試験に使用した
車両

多機能路面測定評価システム 可搬型計測システムによる路面性状計測 ひび割れ自動検出システムを備えた路面性
状自動測定装置

簡易路面調査システム　スマートイーグル 道路管理画像を用いた路面評価システム 小型車両による簡易路面性状調査システム 多機能路面性状測定システム 次世代道路計測システム(Real-mini)

ＳＫ－１７００１３－Ａ ＳＫ－１７００１５－Ａ ＫＴ－１７０１０３－Ａ ＳＫ－１７０００７－Ａ ＣＧ－１７００１０－Ａ ＳＫ－１７０００８－Ａ ＫＴ－１７００６３－Ａ ＫＴ－１１００６０－Ａ

鹿島道路(株) 国際航業(株) 東亜道路工業(株) 西日本高速道路エンジニアリング四国(株) 西日本高速道路エンジニアリング中国(株) ニチレキ(株) (株)ＮＩＰＰＯ、
グリーン・コンサルタント(株)

(株)パスコ

Ⅱ以上 Ａ Ａ Ａ Ｃ Ａ Ａ Ａ Ａ

Ⅲのみ Ａ Ａ Ａ Ｄ Ａ Ｂ Ａ Ａ

Ⅱ以上 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｃ Ｃ Ａ Ａ

Ⅲのみ

Ⅱ以上 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｃ Ａ Ａ

Ⅲのみ Ａ Ａ Ａ Ｅ Ｄ Ｄ Ｂ Ｅ

Ⅱ以上 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ

Ⅲのみ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

Ⅱ以上 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ

Ⅲのみ

Ⅱ以上 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ

Ⅲのみ Ｂ Ｂ Ｂ Ｅ Ａ Ａ Ｃ Ｅ

昼夜の別 昼間 昼間 昼間 夜間 昼間 昼間 昼間 昼間

晴天・雨天の別 晴天 晴天 晴天 晴天 晴天 晴天 晴天 晴天

計測時の速度【最高】 50.8（km/h） 50.0（km/h） 50.0（km/h） 45.0（km/h） 50.0（km/h） 47.1（km/h） 47.0（km/h） 50.0（km/h）

計測時の速度【最低】 33.4（km/h） 50.0（km/h） 30.0（km/h） 30.0（km/h） 30.0（km/h） 27.3（km/h） 37.0（km/h） 50.0（km/h）

計測時の速度【平均】 44.8（km/h） 50.0（km/h） 40.0（km/h） 40.0（km/h） 40.0（km/h） 43.5（km/h） 44.0（km/h） 50.0（km/h）

計測回数 1（回） 1（回） 1（回） 1（回） 1（回） 1（回） 1（回） 1（回）

専用測定車両、車両搭載型機器の別 専用測定車両 車両搭載型機器 専用測定車両 車両搭載機器 専用測定車両 専用測定車両 専用測定車両 専用測定車両

車両名 ノア（トヨタ）
カローラフィルダ―

（トヨタ）
ハイエース（トヨタ） ハイエース（トヨタ） ノア（トヨタ） ＶＯＸＹ（トヨタ） ハイエース（トヨタ） ノア（トヨタ）

車両タイプ ミニバン ワゴン ワンボックス ワンボックス ミニバン ミニバン ワンボックス ミニバン

車両サイズ 長:500㎝×幅:169cm×高:250㎝ 長:440cm×幅:170cm×高:150cm 長:620cm×幅:230cm×高:300cm 長:510cm×幅:170cm×高:230cm 長:459cm×幅:183cm×高:184cm 長:520cm×幅:180cm×高:240cm 長:565cm×幅:233cm×高:273cm 長:486cm×幅:169cm×高:243cm

凡例 Ａ ：80％以上

Ｂ ：60％以上、80％未満

Ｃ ：40％以上、60％未満

Ｄ ：20％以上、40％未満

Ｅ ：20％未満

現場の状況から、わだち掘れ(診断判定Ⅲ)における検出率、的中率の適切な評価は困難

現場の状況から、わだち掘れ(診断判定Ⅲ)における検出率、的中率の適切な評価は困難
検出率

ひび割れ率

わだち掘れ量

IRI

技術名称

ＮＥＴＩＳ登録番号

応募者名

的中率

ひび割れ率

わだち掘れ量

IRI

試行計測時の
走行状況

試験に使用した
車両

○ 平成30年12月28日、『路面性状を簡易に把握可能な技術』の試験結果等を公表（四国地方整備局）

○ 同一の評価項目や試験方法の下で比較可能な一覧表を作成することを目的に技術公募を行い、一般道路での試験等を
実施した結果を公表（16技術）
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舗装点検の新技術の事例

車両搭載型機器による測定技術

【技術名】スマートフォンによる路面性状計測(バンプレコーダー）

【概 要】

・IRI、平たん性、MCI、段差高、直線性等を測定

・アプリをインストールしたスマートフォンを自動車のダッシュボード

に置き、シガーソケットにつなぐだけで、路面状況調査ができる解

析ソリューション

サービス全体像 解析結果のイメージ

専用測定車両による測定技術

普通自動車に搭載 解析（ひび割れ、わだち掘れ）

【技術名】多機能路面性状測定システム

【概 要】

・ひび割れ、わだち掘れ、平たん性、IRI、MCI等を測定

・多機能路面性状測定車（専用測定車）により、計測し、自動解析

多機能路面性状測定車 レーザ測量のイメージ

【技術名】道路パトロール支援サービス

【概 要】

・ひび割れ、わだち掘れ、平たん性、IRI等を測定

・パトロール報告書自動作成・出力機能のほか、スマートフォンに内

蔵された加速度センサーで車両走行中に自動的に道路の段差

データを収集し、地図情報と組み合わせて舗装の劣化状況を可視

化することで、日常点検の効率化及び修繕箇所の優先度決定を

実施できる技術

【技術名】多機能路面測定評価システム

【概 要】

・ ひび割れ、わだち掘れ、IRI、平たん性、段差量、タイヤ/路面騒音

を測定

・走行しながら路面のモニタリング（ビデオ撮影・静止画）、車両応答

（車輪が受ける加速度・タイヤ/路面近接音）、車両位置情報

（GPS）を同期して収録することにより、舗装路面を評価
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点検～修繕計画作成までの施設データベースの活用（案）

点検業者 診断業者 道路管理者 国交省

現地点検
（タブレットに入力）

点
検
調
書

確認・
判定

診断案作成

年報公表
予算配賦

点
検
調
書

点
検
結
果

診
断
案

点
検
調
書

・
診
断
案

診
断
結
果

判
定
結
果
・
修
繕
計
画
を
入
手

修繕計画作成

類
似
損
傷
・

修
繕
実
績
情
報

修
繕
計
画

予算

劣
化
予
測
・

修
繕
費
用
推
計

委託

委託

高速会社
ＤＢ

○○県
ＤＢ

○○市
ＤＢ

施設毎のデータベース

ＡＰＩ ＡＰＩ ＡＰＩ

例)現地で過去の点検データや
類似損傷を検索できるシステム

新技術活用によるアプリケーションの導入

例)画像AIによる診断結果を
支援するシステム

例)劣化を予測して修繕費
用を推計するシステム

重複入力を排除

○データベースを活用し、アプリやＡＩ技術の開発等、維持管理の効率化・高度化に資する技術開発を促進

（第3回道路技術懇談会 資料4より抜粋）

16



舗装データを活用し業務を効率化した事例（NEXCO東日本）

○ 路面性状調査結果、舗装履歴等のデータから劣化予測を加味して、要補修箇所を自動抽出
○ 更に、煩雑な発注図書の作成作業も支援する機能により、生産性を飛躍的に向上

事業費調整
数量計算書作成支援

発注図面作成支援

■従来 ■舗装工事発注支援システム

出典：NEXCO東日本資料

＜劣化予測値活用＞

[路面損傷箇所情報等閲覧機能＆補修箇所選定支援イメージ]

シ
ス
テ
ム
よ
り
自
動
集
約

（第3回道路技術懇談会 資料4より抜粋）
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① 橋梁分野の取組

② 舗装の点検状況

③ 点検支援技術性能カタログの拡充

④ 道路施設の点検データベースの整備と新技術活用
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トンネル等の点検は、点検を適正に行うために必要な知識及び技能を有する者が行うこととし、近接目視により
５年に１回の頻度で行うことを基本
健全性の診断を行い、結果を分類する（区分Ⅰ～Ⅳ ※告示）
措置を講じたときは、その内容を記録・保存する

点検要領（技術的助言）

＜法令上の記載＞

１．適用範囲
２．定期点検の頻度
３．定期点検の体制
４．状態の把握
５．健全性の診断
６．記録
７．措置

本

文

定期点検を行う者は、（略）近接目視により
把握するか、または、自らの近接目視によ
るときと同等の健全性の診断を行うことが
できる情報が得られると判断した方法によ
り把握しなければならない。

• 定期点検の実施に当たっての一般的な注意点
• 一般的な構造と主な着目点
• 判定の手引き
• コンクリート片の落下等第三者被害につながる損傷の事例 ※道路橋のみ

（道路法施行規則第４条の５の６）

●道路橋 ●道路ﾄﾝﾈﾙ ●ｼｪｯﾄﾞ、大型ｶﾙﾊﾞｰﾄ等 ●横断歩道橋
●門型標識等 ○舗装 ○小規模附属物 ○道路土工構造物

●：５年に１回の定期点検を実施することを基本とする分野

• モニタリング技術も含めた定期点検の支援技術の使用について（令和2年6月）
• 監視計画の策定とモニタリング技術の活用について（令和2年6月）
• トンネル定期点検における本体工（覆工）の状態把握の留意点（令和2年6月）
• トンネル定期点検における附属物の状態把握の留意点（令和2年6月）
• 特定の条件を満足する溝橋の定期点検に関する参考資料（平成31年2月）
• 水中部の状態把握に関する参考資料（平成31年2月）
• 引張材を有する道路橋の損傷例と定期点検に関する参考資料（平成31年2月）

点検に関する｢新技術利用のガイドライン｣

点検支援技術性能カタログ

開発者が作成する「技術マニュアル」

画像計測 非破壊検査

計測・モニタリング

・橋梁 ：24技術
・トンネル ： 8技術

・橋梁 ：11技術
・トンネル ： 6技術

データ収集・通信

（3技術）・橋梁 ：25技術
・トンネル ： 3技術

・性能カタログに掲載する技術
ごとに、開発者が作成

・現場で機器等を適切に活用
するために必要な情報を整理

・定期点検業務の中で使用する技術を受発注者
が確認するプロセスを明示

・技術の性能値の確認に用いる標準項目を明示

受注者 発注者

協議

承諾

性能カタログ、技術マニュアル、
点検要領の参考資料の活用

付

録

（点検支援技術に関する記載）

分
野

• 記録様式作成にあたっての参考資料（道路橋定期点検版）（平成31年2月）
• 記録様式作成にあたっての参考資料（道路トンネル定期点検版）（平成31年2月）
• 記録様式作成にあたっての参考資料（ｼｪｯﾄﾞ、大型ｶﾙﾊﾞｰﾄ等定期点検版）(平成31年2月)

参

考

資

料

（点検支援技術の活用に関し、参考となる資料）

［H31.2改定］

80技術

技術の選定・確認
調査計画の立案

R2.6
時点

（R2.6時点）

［H31.2策定］

・標準項目に従い、各技術の性能値を整理・掲載
（今後、拡充予定）

定期点検に係る法令及び関係資料の位置づけ
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点検支援技術性能カタログ
○ 点検支援技術性能カタログは、国が定めた標準項目に対する性能値を開発者に求め、開発者から提出され

たものをカタログ形式でとりまとめたもの。
○ 令和２年６月時点の８０技術に加え、新たに５１技術を掲載し、令和３年10月時点で１３１技術に拡充。

○ 受発注者が、点検支援技術性能カタログを参照することにより、点検への新技術の活用を推進。

画像計測

・橋梁 ：34技術
（+10技術）

・トンネル ：16技術
（+ 8技術）

非破壊検査

・橋梁 ：19技術
（+  8技術）

・トンネル ：13技術
（+  7技術）

計測・モニタリング

・橋梁 ：38技術
（+13技術）

・トンネル ： 8技術
（+  5技術）

・3技術

点検支援技術性能カタログの構成

第１章 性能カタログの活用にあたって

１．適用の範囲
２．用語の定義
３．性能カタログの活用について
４．性能カタログの標準項目について

（１）基本諸元
（２）性能の裏付け
（３）調達・契約にあたってのその他必要な事項
（４）その他

５．点検支援技術に関する相談窓口の設置
付録１ 点検支援技術性能カタログの標準項目

第２章 性能カタログ

画像計測技術（橋梁／トンネル）
非破壊検査技術（橋梁／トンネル）
計測・モニタリング技術（橋梁／トンネル）
データ収集・通信技術

付録２ 技術の性能確認シート

ドローンによる損傷把握 ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾝによる変状把握

電磁波技術を利用した
床版上面の損傷把握

センサーによる橋梁ケーブ
ル張力のモニタリング

レーダーを利用した
トンネル覆工の変状把握

＜主な掲載技術＞

トンネル内附属物の
異常監視センサー

センサー

トンネル
照明

データ収集・通信

※国土交通省ホームページ
https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/inspection-support/
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点検支援技術の公募
（ 結果 ： 橋梁４４技術、 トンネル１８技術 ）

技術検討委員会（橋梁・トンネル）

技術の検証
（ 橋梁３４技術、 トンネル２０※技術 ）

技術検討委員会（橋梁・トンネル）

道路技術懇談会

定期点検業務で活用

道路技術小委員会

・国管理施設等での技術検証
（標準試験、現場試験）の実施

・技術検証の結果について

・令和２年度の検討内容と
令和３年度の取り組み報告

点検支援技術性能カタログの掲載技術拡充の流れ

R3.2～R3.5

R2.12～R3.1

技術検討委員会（橋梁・トンネル）
設置目的：技術の導入方法の検討のため

メンバー：学識者、国総研、土研、地方整備局等

・公募要領

・応募技術の性能概要
・応募された技術の検証方法について

R3.7.14

点検支援技術性能カタログ（R3.10）の公表

・カタログ拡充の報告

現在

※トンネルの内２技術は、２つの分類で技術検証を実施

R3.10.25

カタログ拡充案とりまとめ
（ 橋梁３１技術、 トンネル２０※技術 ）
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点検支援技術性能カタログの技術分類

技術・カタログの分類 検出項目 ※新規項目
Ｒ２年度（技術数） 今回拡充（技術数） Ｒ３年度（技術数）

橋梁 トンネル 橋梁 トンネル 橋梁 トンネル

画像計測技術
橋梁：24技術（R2）10技術（R3）
トンネル：8技術（R2）8技術（R3）

点検技術者が目視の範囲
で残存強度や負荷を推定し、
健全性を診断

腐食・斜材の変状 ２ １ ３

ひびわれ ２２ ８ ９ ８ ３１ １６

非破壊検査技術
橋梁：11技術（R2）8技術（R3）
トンネル：6技術（R2）7技術（R3）

腐食 １ ３ ４

き裂 １ １

うき ７ ６ １ ３ ８ ９

漏水・滞水 １ １

塩化物イオン濃度 １ １

支承部の機能障害 １ １

剥離・変形 １ １

破断 １ １

ＰＣグラウト充填 １ １

背面空洞 ２ ２

ボルトの取付状態 ２ ２

計測・モニタリング技術
橋梁：25技術（R2）13技術（R3）
トンネル：3技術（R2）5技術（R3）

定量的な推定値に基づき残
存強度や負荷を判断し、健
全性を診断

変位 １０ １ ６ １ １６ ２

張力 ３ ３ ６

反力 １ １

振動特性 ７ １ ２ ９ １

電位 １ １

３次元座標 ３ １ ２ １ ５ ２

ひび割れ幅 １ １

各種変状（任意の計測結果を明示する技術） ２ ２

小計 ６０ １７ ３１ ２０ ９１ ３７

データ収集・通信技術 共通：3技術(R2) データ収集・通信 ３ ３

合計 ８０ ５１ １３１

R2年度計80技術（橋梁60、トンネル17、その他3）、今回拡充51技術（橋梁31、トンネル20）、R3年度計131技術
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令和３年度 新規掲載技術の例＜道路橋＞

○ 令和３年度は、道路橋の点検に活用できる技術を新たに３１技術拡充

○ 水面からのドローンによる画像計測技術、磁気を測定し橋梁内部の損傷を把握する非破壊検査技術、３次元

座標データの取得による橋梁下部工の洗掘状況の計測技術等を掲載

従
来
点
検

点
検
支
援
技
術

画像計測技術（10技術） 非破壊検査技術（8技術）

桁下空間が狭い箇所等
における近接目視

錆汁を伴うひびわれ等から鋼材の
破断を推測し、はつり調査で確認

手作業による
下部工洗掘削状況の計測

近接目視前に覆工展開画像を撮影

水面から動画撮影を実施し
損傷状況を把握

磁気の磁束密度を測定
し内部の損傷を把握

3次元座標データの取得による
下部工の洗掘状況把握

計測・モニタリング技術（13技術）

＜掲載技術名＞
水面フローターと360°カメラを搭載
したドローンによる溝橋の点検

＜掲載技術名＞
スキャニングソナーとレーザースキャナによる
橋梁基礎形状計測技術

＜掲載技術名＞
磁気による鋼材破断の非破壊
検査法（SenrigaN）

（検出項目：ひびわれ） （検出項目：破断） （検出項目：3次元座標）
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令和３年度 新規掲載技術の例＜トンネル＞

○ 令和３年度は、道路トンネルの点検に活用できる技術を新たに２０技術拡充

○ 車両に搭載したカメラおよびレーザー計測装置による画像計測技術、たたきおとしの範囲の絞り込みを3次元

映像化装置により可能とした非破壊検査技術、センサーによる遠隔監視のモニタリング技術等を掲載

従
来
点
検

点
検
支
援
技
術

画像計測技術（8技術） 非破壊検査技術（7技術）

近接目視による変状の
種類・位置・規模等を把握

打音検査による覆工表面の
うき・はく離等のたたき落とし

手作業による
覆工ひび割れ幅の計測

近接目視前に覆工展開画像を撮影

ひび割れ変状の把握・
記録を効率化する技術

＜掲載技術名＞
モービルインスペクションシステムＧＴ－８Ｋ

＜掲載技術名＞
トンネル覆工内部レーダ検査システム

＜掲載技術名＞
光るコンバーター Light Emitting Converter

３次元解析データにより、
うき・はく離を把握

センサーの設置により
変位量の変化を遠隔で監視

計測・モニタリング技術（5技術）

（検出項目：ひびわれ ） （検出項目：各種変状（任意の計測結果を明示する技術））（検出項目：背面空洞 ）
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① 橋梁分野の取組

② 舗装の点検状況

③ 点検支援技術性能カタログの拡充

④ 道路施設の点検データベースの整備と新技術活用
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xROAD（道路データプラットフォーム）の構成

○各種データの利活用を促進するため、DRM-DBや道路基盤地図情報、MMS等を基盤とし、構造
物等の諸元データや交通量等のリアルタイムデータを紐付けた3次元プラットフォームを構築。

○このプラットフォームを、道路施策検討や現場管理等に活用するとともに、APIを公開し、一部データ
を民間開放することによりオープンイノベーションを促進。

xROADの構成（将来イメージ） 活用イメージ

基
盤
デ
ー
タ

(

道
路
局
ベ
ー
ス
レ
ジ
ス
ト
リ)

国土地理院地図
DRM-DB ※ネットワークデータ（約100万km）
道路基盤地図情報 ※直轄のみ、整備率約3割
MMS、LP ※直轄のみ、MMS：取得中、LP：取得率100%

構
造
物
デ
ー
タ

(

橋
、
ト
ン
ネ
ル
等)

リ
ア
ル
タ
イ
ム

デ
ー
タ

ETC2.0 CCTV
カメラ

巡回車載
カメラ

工事規制
情報

諸元 点検結果 BIM/CIM
データ ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発

民
間
開
放

○ 通れるマップ
○ ヒヤリハット
○ 特車システム
○ 占用システム
○ 構造物管理
○ 維持・修繕
○ ・・・

○ TDM促進
○ ・・・

※ APIの構築や、データの管理・更新・配信方法について検討が必要

API API API API

API API API

リクエスト

データ

民間
データ

必要なデータ
を組み合わせ
て活用

※API ： Application Programming Interface

→ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの促進

→道路行政の効率化

占用物件

API

API

リクエスト

データ

リクエスト

データ

ク ロ ス ロ ー ド
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道路施設の点検データベースの整備と新技術活用について

課題
背景

○ 道路施設の定期点検については、2巡目に入り、道路管理者ごとに様々な仕様で膨大な点検・診

断のデータが蓄積されている

○ デジタル化やAI技術の進展を踏まえ、データを活用した新技術により効率的な道路の維持管理の

実現可能性があるが、データを活用できる環境が整備されていない

対応
方針

○ 蓄積されている道路施設の点検・診断データを、道路施設ごとにデータベース（ＤＢ）化してAPIによ
り共有することにより、一元的に処理・解析が可能な環境を構築

○ データベースについては可能な限り公開し、各研究機関や民間企業等によるAI技術などを活用し
た技術開発を促進することにより、維持管理の更なる効率化を図る

基礎ＤＢ

橋梁
ＤＢ

トンネル
ＤＢ

附属物
ＤＢ

舗装
ＤＢ

土工
ＤＢ

ＡＰＩ ＡＰＩ ＡＰＩ ＡＰＩ ＡＰＩ

基礎データ
諸元、判定区分、
措置着手状況等を
想定

詳細データ
部材毎の点検結
果、修繕履歴等

ＤＢを活用して効率的な維持管理を実現

点検データベース（イメージ）
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点検～修繕計画作成までの施設データベースの活用（案）

点検業者 診断業者 道路管理者 国交省

現地点検
（タブレットに入力）

点
検
調
書

確認・
判定

診断案作成

年報公表
予算配賦

点
検
調
書

点
検
結
果

診
断
案

点
検
調
書

・
診
断
案

診
断
結
果

判
定
結
果
・
修
繕
計
画
を
入
手

修繕計画作成

類
似
損
傷
・

修
繕
実
績
情
報

修
繕
計
画

予算

劣
化
予
測
・

修
繕
費
用
推
計

委託

委託

高速会社
ＤＢ

○○県
ＤＢ

○○市
ＤＢ

施設毎のデータベース

ＡＰＩ ＡＰＩ ＡＰＩ

例)現地で過去の点検データや
類似損傷を検索できるシステム

新技術活用によるアプリケーションの導入

例)画像AIによる診断結果を
支援するシステム

例)劣化を予測して修繕費用
を推計するシステム

重複入力を排除

○データベースを活用し、アプリやＡＩ技術の開発等、維持管理の効率化・高度化に資する技術開発を促進
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〇〇橋(橋梁ＩＤ：00000 )

◯変状や補修補強部の画像を入力 ⇒ 画像認識AIが過去のDBから点検データの類似画像を出力

◯技術者は、出力された写真から、DBを使って点検調書や補修履歴を逆引きが可能

⇒ 例：修繕後の再劣化事例の検索と反映や、ある変状の５年後や５年前の姿の確認から診断の参考へ

直轄定期点検

確認した

い変状の

画像

AIによりDBから
類似画像を出力

画像認識ＡＩによる直轄管理橋のデータベース活用事例

過去の類似事例の調書等を参考にすることが可能

抽出された点検

結果の画像

画像認識AI点検した結果、確認したい

変状の写真

入力

橋梁DB

DBから類似事例の点
検・補修履歴を出力

抽出された点検結果
から事例を選択
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舗装データを活用し業務を効率化した事例（NEXCO東日本）

○ 路面性状調査結果、舗装履歴等のデータから劣化予測を加味して、要補修箇所を自動抽出
○ 更に、煩雑な発注図書の作成作業も支援する機能により、生産性を飛躍的に向上

事業費調整
数量計算書作成支援

発注図面作成支援

■従来 ■舗装工事発注支援システム

出典：NEXCO東日本資料

＜劣化予測値活用＞

[路面損傷箇所情報等閲覧機能＆補修箇所選定支援イメージ]

シ
ス
テ
ム
よ
り
自
動
集
約
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